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東京大学医学部附属病院理念

東大病院臨床研修について

東京大学医学部附属病院目標

東京大学医学部附属病院研修

➢研修目標

➢研修の特色

➢研修理念

当院は臨床医学の発展と医療人の育成に努め、個々の患者に最適な医療を提供する。

●　全診療部門において優れたスタッフの指導の下、プライマリケアから高度専門的な医療まで幅広く経

　　 験ができます。

●　都内及び主に関東甲信越圏内の優れた研修病院が協力病院となり、東大病院での研修と併せて、

　　 市中の第一線の病院でのトレーニングも可能です。

●　指導者が豊富である利点を活かし、各種カンファランス、セミナー、講演会等、多彩な教育プログラム

　　 が用意され、臨床のみならず医療のさまざまな側面について、幅広く知識を深めることができます。

●　同僚となる研修医がたくさんおり、お互いに刺激を受けながら、切磋琢磨して研修を行うことができま

　　 す。

1. 患者の意思を尊重する医療の実践

2. 安全な医療の提供

3. 先端的医療の開発

4. 優れた医療人の育成

東京大学医学部附属病院卒後臨床研修は、医療及び医学の分野において指導者たる医師となるための

礎を築くこと、すなわち、優れた指導者と充実した環境の下で医師としての人格を涵養するとともに、基本

的な診療能力を習得し、研修医が将来医療及び医学において自らの果たす役割を明確にする

ことを目的とする。

1. 医師としての基本的な技能・知識・態度を身につける。

2. 患者の課題を的確に把握し、置かれた状況に応じて最適な医療を選択できる。

3. 患者や他の医療従事者と十分な意思疎通を行える。

4. 医療安全の意識を身につけ、実践する。

5. 将来自らが目指す医師像、医師としての方向性を明確にする。

6. 研修を通して将来の医療及び医学を追究できる医師を目指す。



診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール

月曜日　朝夕チームカンファ、夕 カテカンファ

火曜日　朝夕チームカンファ、夕 カテカンファ

水曜日　朝夕チームカンファ、

           夕 心不全・肺高血圧・不整脈・カテカンファ

木曜日　チャートラウンド、昼症例検討会、

           夕 チームカンファ・カテカンファ

金曜日　朝夕チームカンファ、

           夕 ハートチーム・カテカンファ

（チャートラウンド、朝夕チームカンファは

                                            参加必須です）

診療科紹介診療科紹介

循 環 器 内 科循 環 器 内 科

私たちは、心不全、虚血性心疾患、不整脈、大動脈疾患、肺高血圧症、構造的心疾患（Structural Heart Disease）、

成人先天性心疾患などの循環器疾患の診療を行っています。東大病院の特徴は、 心臓移植や肺移植の認定施設で

あるため、 他の病院では診療できないような、 重症心不全や重症肺高血圧症の患者が多数入院していることです。心

臓再同期療法（CRT）や植込み型除細動器（ICD）はもとより、 補助人工心臓（VAD）の植込みも多く、 二次性心筋症や

心臓移植後の患者の診療も経験できます。最新鋭の医療機器や技術、 低侵襲治療を積極的に導入しながら、 あらゆ

る循環器疾患の“最後の砦”として、患者に寄り添った良質で最善の医療を提供できるように心がけています。

宿日直業務  :  月に1～2回（CCUのみ）

学術活動  :  学会発表、症例報告などの学術活動

臨床研修では、3名の担当医の一人として7～10名程度の

患者さんを担当していただきます。循環器疾患の診療では、

急性期の治療のみならず在宅への切れ目ない診療も必要

です。生活習慣病や慢性腎臓病などの併存疾患の管理に

ついても、エビデンスを大切にしながら、患者や家族に適した

最善の医療を提供できるように修練します。重症心不全の

診療では、重症化予測とそれに基づく包括的な治療戦略を

経験する一方で、現在の医療の限界を感じるかもしれませ

ん。終末期心不全の管理・緩和治療を学び、患者サイドから

治療を考える倫理観を身につけ、さらには課題を解決するた

めの洞察力を涵養し研究マインドを形成できるような研修に

なればと考えています。当院には、エコーやCTなど、診断技

術においても、専門の指導者がそろっており、充実した研修

ができるものと思います。熱意とやる気次第でたくさんの経験

ができますので、是非ローテーションしてください。

(症候)動悸、下腿浮腫、間欠性跛行、ショック、体重減少・るい痩、発熱、頭痛、めまい、意識障害・失神、胸痛、心停止、呼吸困難、

        吐血・喀血、腰・背部痛

(疾病・病態)不整脈、心筋症、弁膜症、肺高血圧、先天性心疾患、末梢動脈疾患、急性冠症候群、心不全、大動脈瘤、高血圧、

        腎不全、糖尿病、脂質異常症

(手技)静脈採血、動脈採血（直接穿刺による）、末梢静脈ルート確保、中心静脈ルート確保、動脈ルート確保（観血的動脈圧測定）、

        導尿または尿道カテーテル留置、心エコー、胃管挿入、気管挿管、胸骨圧迫、除細動（カルディオバージョン）
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール

月　       午前・教授回診

火～金　病棟カンファレンス、病棟業務、

           各種治療・検査への参加（消化管内視鏡、

           ESD、超音波内視鏡、ERCP、RFAなど）、

           研修医向けレクチャー、

           内視鏡ハンズオントレーニング、

           腹部超音波実習

診療科紹介診療科紹介

消 化 器 内 科消 化 器 内 科

消化器内科は、消化管、肝臓、胆道 ・ 膵臓に生じる疾患の診療を行っています。消化管グループでは、①本邦で有

数の症例数である早期食道癌 ・ 胃癌 ・ 大腸癌に対する内視鏡治療、②炎症性腸疾患に対する薬物治療、③進行

食道癌 ・ 胃癌 ・ 大腸癌に対する薬物治療、④消化管出血や消化管閉塞などの診療を行っています。肝臓グループ

では、特に肝細胞癌や肝不全の診療に注力しています。肝細胞癌に対するラジオ波焼灼術は国内随一の症例件数

を有しておりますし、肝不全患者については、外科と連携の上、肝移植につなげるなど、大学病院の特性を活かした診

療を行っています。胆膵グループでは急性胆管炎や急性膵炎などの緊急疾患から、胆管結石、原発性硬化性胆管

炎、慢性膵炎、自己免疫性膵炎などの疾患を幅広く診療しています。悪性疾患としては癌の中でも特に治療の難しい

胆道癌、膵癌を対象に、薬物療法 ・ 内視鏡的ドレナージを中心に多くの患者さんを診療しています。

当科では、Common diseaseから希少疾患、他院で診断・治

療に難渋した症例まで、多彩な疾患を経験できます。治療

面では、標準的な治療から先進医療・臨床試験を含む最先

端の治療までを経験できますし、教育的なカンファレンスで

は、時には自分たちが報告したエビデンスに基づきながら、

臨床推論から診断の確定、そして治療方針決定までの流れ

を学ぶことができます。日々、熱意溢れる指導医から臨床

指導を受けられるのはもちろん、研修医向けセミナーや、内

視鏡・腹部超音波のハンズオントレーニングなどの学習機会

も豊富です。また、研修医の学会発表指導にも力を入れて

おり、消化器病学会・関東支部例会では、これまでに数多く

の研修医が優秀賞に選ばれております。消化器内科の研修

ではぜひ治療の現場に足を運んでみてください。「百聞は一

見に如かず」その患者さんの病態をより深く理解することがで

きると思います。

(症候)ショック、体重減少・るい痩、黄疸、発熱、吐血・喀血、下血・血便、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常（下痢・便秘）、終末期の症候

(疾病・病態)食道癌、膵癌、胆道癌、潰瘍性大腸炎、クローン病、原発性硬化性胆管炎、急性膵炎、慢性膵炎、自己免疫性膵炎、

        胃癌、消化性潰瘍、肝炎・肝硬変、胆石症、大腸癌

(手技)静脈採血、動脈採血（直接穿刺による）、末梢静脈ルート確保、中心静脈ルート確保、筋肉内注射、胸腔穿刺または腹腔穿刺、

        ドレーン抜去、導尿または尿道カテーテル留置、腹部エコー、上部消化管内視鏡、胃管挿入
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール

月曜午前：病棟診療

月曜午後：チャートラウンド＋教授回診

火曜：病棟診療＋夕方病棟チームカンファランス

水曜：病棟診療＋夕方病棟チームカンファランス

木曜：病棟診療＋夕方病棟チームカンファランス

金曜：病棟診療＋夕方病棟チームカンファランス

診療科紹介診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ指導医から研修医へメッセージ

糖 尿糖 尿 病 ・病 ・ 代 謝 内 科代 謝 内 科

ライフスタイルの欧米化が進行し，高脂肪食 ・ 運

動不足などの社会環境により， 糖尿病 ・ 脂質異

常症 ・ 肥満症 ・ メタボリックシンドロームなどの 「

非感染性疾患（NCDs）」が急増し，心血管疾患に

加えて， 癌 ・ 認知症など幅広い疾患のリスクとな

っています．

当科は日本糖尿病学会認定教育施設ならびに，

日本肥満学会認定肥満症専門病院に認定され

ており， 非感染性疾患（NCDs）とその合併症の予

防 ・ 治療を外来および病棟で行っています．ま

た遺伝子異常による糖尿病 ・ 脂質異常症 ・ 肥

満症が疑われる場合の遺伝子検査や探索的研

究も行っています．

患者の皆さん一人一人ごとに最適な食事療法・運動療法

・薬物療法を考え指導し，血糖マネジメント・体重管理と糖

尿病合併症・併存疾患の精査加療を行います．自己イン

スリン注射や自己血糖測定など，退院後のセルフマネージ

メントがスムーズにいくように，多職種のコメディカルと連携

し，患者さんをサポートしてチーム医療を実践します．

研修医の先生方の目標としては，下記が挙げられます：血

糖マネジメントの指標・目標の理解，糖尿病合併症の体系

的な評価，インスリンを含む糖尿病治療薬の使用法，生

活指導の実際，病態生理に基づいた非感染性疾患（

NCDs）全般にわたる予防法・治療法，心血管疾患の1次

予防・2次予防に向けた多面的なアプローチ，年齢やQOL

，合併症・社会的環境を考慮した医療の実践など．

オーソドックスかつ最先端の糖尿病・代謝学に基づいた医

療を一緒に学び，実践していきましょう！

(症候)体重減少・るい痩、発疹、発熱、もの忘れ、意識障害・失神、視力障害、嘔気・嘔吐、便通異常（下痢・便秘）、腰・背部痛、

         関節痛、運動麻痺・筋力低下、排尿障害（尿失禁・排尿困難）、興奮・せん妄、抑うつ、妊娠・出産

(疾病・病態)認知症、高血圧、腎不全、糖尿病、脂質異常症、うつ病、統合失調症、依存症（ニコチン・アルコール・薬物・病的賭博）

(手技)静脈採血、末梢静脈ルート確保
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール

月曜日　午後　チャートラウンド

火曜日　午後　教授回診

その他　病棟業務

           （希望者は外来診療の見学・参加もあり）

診療科紹介診療科紹介

アレルギアレルギー ・ー ・ リウマチ内科リウマチ内科

なく、 患者さん一人一人の抱えている問題に向き合い、 目の前の症状だけでなく将来起きてしまうかもしれない問題に

も目を向けながら、高い専門知識と豊富な経験をもとに、治療方針の提案を行っています。また、現在でも治療困難な

疾患があるなど臨床上の課題は数多く残されており、 それが少しでも解決に向かうことを目指し、 研究活動もさかんに

行っています。

学術活動  :  研究会や学会での発表（主に症例報告）

当科では、専門知識と豊富な経験を有する指導医が、診療

だけでなく、研修医に丁寧な指導を行うことも重視していま

す。研修医として当科での診療を経験することにより、難解

な膠原病・アレルギー疾患を一から理解し、診療に必要な

知識と技術を習得できます。もし将来この領域の専門を目

指すならば、そのための基礎を築くことができますし、他の領

域に進むことになっても、その後苦手意識なく膠原病やアレ

ルギーのある患者さんに接することができるようになるでしょ

う。また、内科専門医を目指すならば、研修に必要なリウマ

チ膠原病・アレルギー症例を経験することが可能です。膠原

病は全身に症状があらわれることから、総合内科的な診療

を経験することもできます。当科では症状・徴候からプロブレ

ムを理解する臨床推論を重視しています。機会があれば学

会発表や論文執筆に取り組んで頂くことも可能です。当科診

療の面白さ、奥深さを感じていただけると幸いです。

(症候)光線過敏症、ドライアイ、ドライマウス、レイノー現象、手のこわばり、リンパ節腫脹など、体重減少・るい痩、発疹、発熱、頭痛、

        視力障害、胸痛、呼吸困難、腰・背部痛、関節痛、運動麻痺・筋力低下

(疾病・病態)各種膠原病疾患、アレルギー性疾患、肺炎、気管支喘息、腎不全、糖尿病

(手技)関節エコー、関節内注射、キャピラロスコピー、静脈採血、動脈採血（直接穿刺による）、末梢静脈ルート確保、腰椎穿刺、

        胸腔穿刺または腹腔穿刺、胃管挿入

アレルギー ・ リウマチ内科では、 膠原病と

呼ばれる自己免疫の異常によって全身性

に障害を生じる疾患、 ならびに各種のアレ

ルギー疾患を診療しています。難解な疾

患に遭遇することも多く、 生物学的製剤の

開発をはじめとした近年の治療法の進歩

もあり、 専門性の高い領域ではありますが

、診療スタッフは日々研鑽を重ね、患者さ

んに最善の治療を提供することを心がけ

ています。具体的には、最新のガイドライン

を踏まえ、安全性の高い診療を行うだけで 
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール

病棟チームカンファ（毎日）、チャートラウンド（入院

患者の科全体でのディスカッション）および回診（水

曜日午前）、多職種カンファランス（水曜日午後）、

呼吸器カンファ（火曜日午前）、神経カンファ（不定

期）、大腿骨骨折ボードカンファ（希望者）、その他ミ

ニレクチャー（不定期）など。

診療科紹介診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ指導医から研修医へメッセー 研修週

老 年 病 科老 年 病 科

学術活動  :  症例報告（学会発表・論文発表）

研修医の先生には、主として病棟の患者さんを一緒に受

け持ってもらいます（常時5人程度）。高齢者は、多くの病

気を同時に持っていることが多く、幅広い臓器にわたる疾

患が経験できます。また、どの科に進んでも役に立つ、患

者さんの全体像を俯瞰する能力、患者さんの病気を診断

・治療するだけでなく患者さんを人として治療・ケアする能

力が身に付きます。また高齢者医療は、医師のみでは完

結しません。多職種との連携を通して、より広い視野で、医

療現場を理解できるようになります。やる気のある皆さんの

ローテーションをお待ちしています。

(症候)ショック、体重減少・るい痩、発疹、黄疸、発熱、もの忘れ、頭痛、めまい、意識障害・失神、けいれん発作、視力障害、胸痛、心停

        止、呼吸困難、吐血・喀血、下血・血便、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常（下痢・便秘）、腰・背部痛、関節痛、運動麻痺・筋力低下、

        排尿障害（尿失禁・排尿困難）、興奮・せん妄、抑うつ、終末期の症候

(疾病・病態)睡眠時無呼吸症候群、脳血管障害、認知症、急性冠症候群、心不全、大動脈瘤、高血圧、肺癌、肺炎、急性上気道炎、

        気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、急性胃腸炎、胃癌、消化性潰瘍、肝炎・肝硬変、胆石症、大腸癌、腎盂腎炎、尿路

        結石、腎不全、高エネルギー外傷・骨折、糖尿病、脂質異常症、うつ病

(手技)静脈採血、動脈採血（直接穿刺による）、末梢静脈ルート確保、中心静脈ルート確保、筋肉内注射、腰椎穿刺、胸腔穿刺または

        腹腔穿刺、ドレーン抜去、導尿または尿道カテーテル留置、心エコー、腹部エコー、胃管挿入、胸骨圧迫、除細動（カルディオバー

        ジョン）

老年病科では、 加齢に伴う疾患を扱うと同時

に、 多疾患を有する患者さんの生活機能を重

視した全人的な医療を行っています。加齢性

疾患のマネージメント、予防医学から終末期医

療、在宅医療や介護施設との連携など幅広い

領域にわたる研修を積むことができます。高齢

化率が世界一で、 さらに高まる今後の日本社

会で、 益々重要となる考え方を当科で身につ

けてください。 以下の疾患の診療に力を入れ

ています。認知症、 高齢者の息切れ、 高齢者

の体重減少、骨粗鬆症、サルコペニア（筋力 ・

筋肉量減少）、フレイル（体力や運動能力の低

下）、 多剤併用（ポリファーマシー）、 高齢者の

不眠など。
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール
月曜：入院患者の採血・体重測定、病棟主治医面談、

        病棟業務、肥満症カンファ（希望者）

火曜：病棟業務、外来見学（希望者）、

        コンサルテーション・リエゾン見学（希望者）

水曜：病棟業務、外来見学（希望者）、

        コンサルテーション・リエゾン見学（希望者）

木曜：チャートラウンド、科長回診、病棟業務

金曜：病棟業務、緩和ケアラウンド（希望者）

診療科紹介診療科紹介

指導医から研修医 メ セ ジ指 研修週間ス

心 療 内 科心 療 内 科

学術活動  :  

希望者は相応しい症例等があれば、学会発表や論

文執筆の指導を行います。

当科では、心身症・摂食障害の診療

だけでなく、血液腫瘍内科との造血幹

細胞移植リエゾンや糖尿病代謝内科

との高度肥満症リエゾン、緩和ケアチ

ームへの参画など、リエゾン活動にも

力を入れています。外来診療やリエゾ

ン活動の研修をご希望の先生はぜひ

教えて下さい。

(症候)体重減少・るい痩、発熱、頭痛、めまい、意識障害・失神、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常（下痢・便秘）、抑うつ、成長・発達の障害

(疾病・病態)摂食障害（神経性やせ症、神経性過食症、回避・制限性食物摂取症）、肥満症、腎不全、うつ病

(手技)静脈採血、動脈採血（直接穿刺による）、末梢静脈ルート確保、導尿または尿道カテーテル留置、腹部エコー、胃管挿入

心療内科では、頭痛、過敏性腸

症候群、高血圧、糖尿病、肥満

症などの心身症 （身体疾患で発

症や経過にストレスが関与するも

の）、摂食障害、サイコオンコロジ

ーなどの診療を、 身体 ・ 心理 ・

行動面から行っています。
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール
月曜日　教授回診、病棟管理・処置（CV挿入、

           透視など）

火曜日　手術

水曜日　手術、内視鏡処置（胃瘻造設）、

           胃食道外科術前カンファレンス

木曜日　手術、術後カンファレンス 

金曜日　病棟管理・処置、術後カンファレンス

胃・食道外科/乳腺・内分泌外科(胃・食道外科)

胃 ・ 食道外科では、 胃がん ・ 食道がんの治療を中心に診療を行な

っています。また、消化管 GIST、消化性潰瘍、食道炎、肥満症、鼠

径ヘルニア / 瘢痕ヘルニアなどの良性疾患の診療も行なっていま

す。病棟では、 各学会の専門医の資格を持つ医師がチームリーダー

となり、研修医を含めて４～６名で１チームとして、手術前から術後ま

で一貫して診療にあたります。

学術活動  :  

外科学会、消化器外科学会、胃癌学会、食道学会など主

要学会での学会発表に興味がある研修医には指導してお

ります。

外科の魅力というのは、実際に手技をやってみないと解り

ません。当科では研修医にも出来る限り手技を経験させ

たいと考えております。手術には第2,3助手として参加して

もらうことが多いですが、技量に応じて、皮膚縫合、胸腔ド

レーン留置、腸瘻造設、胃瘻造設（PEG）などを経験して

もらいます。また、CVポート造設術、リンパ節生検、鼠径

ヘルニア修復術、審査腹腔鏡などは研修中に術者として

執刀する機会があります。ベッドサイドにおいても、胸腔・

腹腔穿刺や中心静脈カテーテル留置などの手技を経験

出来ます。

(症候)ショック、体重減少・るい痩、発疹、黄疸、発熱、もの忘れ、呼吸困難、吐血・喀血、下血・血便、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常

      （下痢・便秘）、腰・背部痛、排尿障害（尿失禁・排尿困難）、興奮・せん妄、抑うつ、終末期の症候

(疾病・病態)認知症、高血圧、肺炎、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、胃癌、消化性潰瘍、胆石症、腎不全、糖尿病、依存症（ニコチン・

      アルコール・薬物・病的賭博）

(手技)静脈採血、末梢静脈ルート確保、中心静脈ルート確保、胸腔穿刺または腹腔穿刺、皮膚縫合、ドレーン抜去、導尿または尿道

      カテーテル留置、腹部エコー、上部消化管内視鏡、胃管挿入

療科紹介診療科紹介

すす。病棟では、

ととなり、研修医

でで一貫して診療

科では、 胃がん ・ 食道がんの治療を中心に診療を行な

た、消化管 GIST、消化性潰瘍、食道炎、肥満症、鼠

瘢痕ヘルニアなどの良性疾患の診療も行なっていま

各学会の専門医の資格を持つ医師がチームリーダー

胃胃 ・ 食道外科

っっています。ま

径径ヘルニア /

すす。病棟では、

当科の特長として、 食道癌に対する非開胸手術が挙げられます。食道癌根治手術は右胸腔を経由して行うことが従

来の標準でした。当科では 2011 年からロボットを用いた非開胸食道切除術を開始し、 現在は 90% を超える食道癌に

同手術を適用しています。非開胸手術は全国的にも認知され、 手術件数は増加傾向にあります。胃領域では、 胃癌

に対するロボット手術、腹腔鏡手術、胃粘膜下腫瘍に対する LECS（腹腔鏡内視鏡合同手術）、肥満症に対するスリー

ブ状胃切除などを幅広く行っています。
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール
月曜日8時半から部内のカンファレンスがあり、教育

的な症例や解剖例について学びます。

月曜日17時15分から解剖例の肉眼所見を学びま

す。

第３月曜18時～19時に東大病院CPCに参加して頂

きます。

1日の仕事の流れ

8 : 3 0 頃 出 勤 。 大 物 標 本 の 下 書 き を し ま す 。

9:30頃～指導医の下で切り出し業務に携わります。

切り出し終了後は、組織診断の下書きを行います。

解剖がある場合は参加していただきます。

16:00～　ディスカッション顕微鏡を用い、教育的な

症例や希少例の供覧、診断が難しい症例の検討を

病理部スタッフ・専攻医全員で行います。

診療科紹介診療科紹介

病理診断病理診断科 (科 ( 病理病理部 )

病理部では、 経験豊富な病理医と臨

床検査技師が協力し、 臨床各科との

連携の下で、 迅速で正確な病理診断

を行い、 医療の根幹をなす重要な役

割を担っています。年間約 17,000

件の組織診断、 15,000 件の細胞診

断、 1,200 件の手術中迅速診断（組

織 500、細胞診 400）、40 件の病理

解剖診断などを担当しています。また

、様々なコンパニオン診断やがん遺伝

子パネル検査等においても、 精度管

理やエキスパートパネル等を通して病

理医の果たす役割は非常に大きくな

っています。病院病理部スタッフは形

学術活動  :  

重要な症例等について、学術集会での発表や学術雑誌への投

稿を推奨しており、適宜発表や論文執筆の指導・支援をしてい

ます。

病理に興味がある方、病理診断を通して医学を深めたい

方、志望科を問わず大歓迎です。病理部ではあらゆる疾

患に関わることができ、希望に応じ特定の疾患を重点的に

学ぶことも可能です。病理診断を通して、患者さんの臨床

情報、手術検体の肉眼像、そして病理組織像を統合し理

解することで、医師としての実力を養うことができます。研

修医の先生一人一人に対して、複数の指導医が指導を行

う体制をとっており、研修医の先生の技能習得状況を正確

に把握し適切な症例を経験する機会を提供しています。病

理部の医師全員で教育的症例や難解症例等を一緒にみ

る機会が毎日あり、部内カンファレンスでは教育的症例を

深く理解したり、解剖症例を学んだりすることができます。ス

タッフ・専攻医が多く年齢層も若いので、気軽に分からない

ことを聞くことも困ったことを相談することもできます。是非、

病理部で研修して充実した時間を過ごして下さい。

(疾病・病態)脳血管障害、認知症、急性冠症候群、心不全、大動脈瘤、高血圧、肺癌、肺炎、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、急性胃腸炎、

      胃癌、消化性潰瘍、肝炎・肝硬変、胆石症、大腸癌、腎盂腎炎、尿路結石、腎不全、高エネルギー外傷・骨折、糖尿病、脂質異常症

態観察に加え様々な解析手法を駆使して病態の理解や疾患分類を行うスペシャリストであり、 同時に研修医 ・ 専攻医

への丁寧な教育にも定評があります。研修医 ・ 専攻医は複数の指導医による充実した指導を受け、 多彩な症例を経

験することにより、疾患を深く理解することができ、病理医を目指す医師はもちろん、臨床医や研究者を志望する皆さん

にとっても有意義な研修となるでしょう。
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール

月曜日～金曜日まで腫瘍センターチームの一

員として朝夕の臓器横断的・多職種カンファラン

スに参加します。5診療科（胃食道外科・呼吸器

内科・消化器内科・大腸肛門外科・泌尿器科）

の化学療法患者を担当し、レジメン選択のみな

らず、副作用のマネージメントを学びます。月曜

日には隔週で抄読会を行います。

療科紹介診療科紹介

腫 瘍 セ ン タ ー腫 瘍 セ ン タ ー

腫瘍センターは、固形がんに対するがん薬物療法の質の向上 ・ 効率化 ・ 標準化を目指して 2022 年 12 月に発足し

ました。胃食道外科 ・ 呼吸器内科 ・ 消化器内科 ・ 大腸肛門外科 ・ 泌尿器科の 5 診療科からスタートしましたが、

固形がん全般に対して、 臓器横断的に専従のがん薬物療法専門医 ・ 指導医（日本臨床腫瘍学会）、 薬剤師、 看護

師、 栄養士などの多職種によるチーム医療で、 がん薬物療法を支援 ・ 実践しています。また、 原発不明がんや神経

内分泌腫瘍などの臓器横断的な悪性腫瘍診療でも中心的役割を担っており、ペプチド受容体放射性核種療法や、さ

らには、遺伝子パネル検査に基づく個別化医療も行っています。当センターでの腫瘍内科研修を通じ、エビデンスを正

しく理解した上で標準治療を行うだけでなく、個々の患者に最適な治療を提供する「専門性」と、臓器横断的な症状や

副作用を管理する「総合性」の両者を学ぶことが可能です。

日本人の2人に1人が「がん」になり3人に1人が「がん」で死

亡するなど、専門領域にかかわらず「がん診療」を知ること

は重要です。腫瘍内科は新しい領域であるため、現在行わ

れている標準的な化学療法や多くの支持療法は最新の臨

床試験の結果に基づいており、Evidence Based Medicine 

(EBM)がしっかり行われています。腫瘍センターでは、がん

医療におけるEBMや多種職によるチーム医療を実践し、そ

の考え方や姿勢を学ぶことができます。また、腫瘍内科は

さらなる進歩のためのチャレンジを継続し、着実に進歩し続

けている領域であり、当院でも新たな治療開発のために多く

の臨床試験・研究に参加しています。このように腫瘍センタ

ーでは、他施設の先生方と一緒に新たなエビデンスづくりに

参加することもできます。自分自身の成長のためのチャレン

ジと腫瘍内科の進歩のためのチャレンジを楽しんでいただ

きたいと思います。

(症候)体重減少・るい痩、発疹、黄疸、発熱、頭痛、めまい、呼吸困難、吐血・喀血、下血・血便、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常（下痢・

　　　　便秘）、腰・背部痛、排尿障害（尿失禁・排尿困難）、終末期の症候

(疾病・病態)高血圧、肺癌、急性胃腸炎、胃癌、消化性潰瘍、肝炎・肝硬変、大腸癌、糖尿病

(手技)静脈採血、動脈採血（直接穿刺による）、末梢静脈ルート確保、導尿または尿道カテーテル留置、腹部エコー、胃管挿入
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診療科紹介

指導医から研修医へメッセージ

経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール
原則として、8:30～17:15の枠で行います。月曜

日、水曜日、金曜日の午前中に新患があり、陪

席をしたり予診を取ってもらうことが多いと思いま

す。木曜日の午前中がASD幼児の療育です。

ADHD学童のペアレントトレーニングの実施時期は

不定ですが、実施される場合は火曜日の午前中

です。火曜日の16:00～17:00に児童精神医学

関連のレクチャーなどがあります。発達障害検査

入院は1ヶ月の中で9日間組まれていますが、月

によって時期は異なります。これ以外にも、心理

検査実習などの活動が用意されています。

指導医から研修医へメッセージ指導医から研修医へメッセージ

原則

日、

席を

す。

ADH

不定

です

関連

入院

こころの発達診療部こころの発達診療部

こころの発達診療部は児童精神医療を担当しており、 こころと行動の問題で 18 歳までに受診をした方が主な対象

です。こころの発達診療部は児童精神医療を担当しており、 こころと行動の問題で 18 歳までに受診をした方が主な

対象です。患者さんは自閉スペクトラム症（ASD）、 注意欠如 ・ 多動症（ADHD）、 チック症などの発達障害のある方

が多いのですが、 不安やうつや怒りなどを併せ持つとか不登校などを生じていることもあります。ASD 幼児の療育や

外来診療業務 :  予診のみで週に2～3回まで

学術活動 :  1ヶ月に1回の英文抄録発表・討論、

      火曜日16時～17時の児童精神医学関連レクチャー

      やケースカンファレンスなど

心身に困難を抱える子どもと家族及び発達障害を理解し

て対応することは、いずれの診療科に進む場合でも大切

だと思いますので、様々な研修医の方に体験していただけ

たらと思います。多職種チームで活動しておりますので、

チームと協調すると同時に、疑問な点など率直に伝えてく

ださい。

(症候)不安・恐怖・強迫、愛着関係の問題、抑うつ、成長・発達の障害

(疾病・病態)発達障害（自閉スペクトラム症、注意欠如・多動症、チック症など）、不登校

ADHD 学童のペアレントトレーニングという独特の治療プ

ログラムもあります。 18 歳以降に発達障害を疑って精

密な評価とそれに基づく助言を求める方の検査入院も

行っています。子どもや発達障害を対象としているので

、 家族を支援したり、 学校など関連機関と連携したりす

ることも役割の一つです。医師、 心理士、 精神保健福

祉士からなる多職種チームで活動しています。検査入

院以外は外来ベースの活動であり、研修医は担当患者

さんとじっくり付き合うことはしにくいですが、 多彩な患者

さんを体験することができます。
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経験できる主な症候、疾病・病態、手技

研修週間スケジュール

月曜日～金曜日まで緩和ケアチームの一員として

病棟回診を担当します。

月・水・金は初診患者カンファレンス

水・木のいずれかは緩和ケアチームの全患者の経

過報告カンファレンスを実施します。

療科紹介診療科紹介

緩 和 ケ ア 診 療 部緩 和 ケ ア 診 療 部

東大病院緩和ケア診療部は、 悪性腫

瘍や後天性免疫不全症候群、慢性心

不全などを対象とし、 生命を脅かす疾

患の早期から、入院 ・ 外来を問わず、

痛みのコントロール （がん治療期～進

行期など）、 医療用麻薬の副作用対

策、 悪心 ・ 嘔吐のコントロール （化学

療法誘発性など）、 呼吸困難 ・ 倦怠

感のコントロール、 不眠治療、 せん妄

治療、 不安 ・ 抑うつの治療とカウンセ

リング、リンパ浮腫のケア、日常生活に

おけるケアの工夫、 家族ケアなどにつ

いて、 職種横断的 ・ 診療科横断的に

治療経過にわたって長く介入します。

学術活動  :  

本人のやる気に応じて、症例報告、研究活動に対応可

2013年に住谷昌彦が東大病院緩和ケア診療部部長とな

り、麻酔科・痛みセンターと密接に連携をしながら、脊髄刺

激療法など大学病院ならではの治療法を行っています。様

々なバックグラウンドを持つ指導医は、医師として一つ一つ

の症例や手技を学びながら、目の前の患者から研修医とし

て得られる知見を有機的に解析することで、より科学的で

優れた医療を確立することを目標にもって働いており、遺

伝子解析などのミクロ研究からロボット治療、また公衆衛生

に関するマクロ研究まで幅広いテーマで研究を行っていま

す。診療においては、患者やその家族、がん診療に携わる

様々な職種のスタッフ（医師、看護師、薬剤師、臨床心理

士、管理栄養士、理学・作業療法士など）との対話も重要

な仕事であり、緩和ケア診療部での研修を通じて、研修医

（社会人）として必要なコミュニケーションスキルも習得して

いきましょう。

(症候)がん性疼痛、骨転移、体重減少・るい痩、黄疸、発熱、頭痛、めまい、呼吸困難、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常（下痢・便秘）、

         腰・背部痛、関節痛、運動麻痺・筋力低下、興奮・せん妄、抑うつ、終末期の症候

(疾病・病態)悪性腫瘍全般、心不全、肺癌、胃癌、大腸癌

(手技)医療用麻薬の適性使用

「緩和ケア」= 終末期医療というイメージがあ る か も し れ ま せ ん が、 世界保健機関（WHO）が宣言している通

り、 緩和ケアはがんを代表に生命の危険が脅かされる疾患に診断されたときから提供される積極的な医療である

ととらえています。
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研修週間スケジュール

療科紹介診療科紹介

水曜日　午前　総回診(他の内科系と合同）、

                    HIVカンファランス

金曜日　夕方　医局カンファランス

その他　病棟業務、希望者は外来診療の他、内視

鏡・超音波検査などの見学や実施も可能。基礎系

の所内講演・他の基礎研究室見学なども可能。

感 染 免 疫 内 科感 染 免 疫 内 科

外来診療業務  :  指導のもと研修可能

(症候)体重減少・るい痩、発疹、黄疸、発熱、頭痛、めまい、呼吸困難、下血・血便、嘔気・嘔吐、腹痛、便通異常（下痢・便秘）

(疾病・病態)肺炎、急性上気道炎、肝炎・肝硬変、胆石症、尿路結石、糖尿病、脂質異常症

(手技)静脈採血、動脈採血（直接穿刺による）、末梢静脈ルート確保、筋肉内注射、腰椎穿刺、胸腔穿刺または腹腔穿刺、心エコー、腹

部エコー、上部消化管内視鏡、胃管挿入

上記渡航外来、 HIV 診療、 ウイルス肝炎外来を含め、 毎日、 感染症外来診療が行われています。東京大学医科学

研究所に併設されている先端医療研究センター、 感染症国際研究センターとの密接な連携のもと患者さんに最新か

つ最善の治療を行うこと、患者さんと同じ目線に立つことをモットーにしております。

東京大学医科学研究所附属病院東京大学医科学研究所附属病院東京大学医科学研究所附属病院

医科研病院感染免疫内科は

様々な感染症診療を行ってい

ます。海外渡航前後の診療、

性感染症 ・ ウイルス肝炎 ・ HIV

感染症 ・ その他感染症全般の

診療、 院内感染症診療 ( 医科

研病院は骨髄移植成績が良い

ことで知られており、他科も含め

コンサルテーションを受けてい

ます )、感染制御も担っておりま

す。当科の最大の特徴は、 外

来診療です。

1. 日本感染症学会認定研修施設です。 1 年間で 1 回以上学会発表または英文での症例報告 ・ 論文発表を目標

とし、 キャリア形成を指導します。

2. 病棟診療に加え、 外来診療 （初診 ・ 定期とも） も担当可能です。

3. HIV 感染症の診療 ・ 研究に従事可能です。

4. 熱帯病治療薬研究班参加施設であり、 また、 国立

大学病院としては数少ない渡航外来を有していま

す。 熱帯病 ・ 渡航外来の診療にも従事可能です。

5. 多数の臨床試験、 治験を実施しており、 臨床試験

の実際を体験可能です。

6. ICT ・ AST にも参加できます。  

7. 比較的小規模な病院で、 希望者には科を越えた研

修の機会を提供することが可能です。 希望する方

は、 上部 ・ 下部内視鏡、 腹部 ・ 心エコーなどの各

種検査手技の習得の定期的な機会を設けます。 細

菌検査室での研修も可能です。  

8. 外国語での診療を体験する機会もあります。  

9. 研修後の入局あるいは大学院への希望の有無に関

わらず研修ができます。
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